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Abstracts : Overview of　洩e Iidar neもwork is reported, which was new五y developed for･

momもoring atmospheric environmenta丑　parameters over Jakarta city. Three丑idar systems we且･e

insもa五五ed and conもro五五e通　from　軸e centra且　station. The network system was designed for

mesurmg aもmosp丑Ieric boundery　且ayer structure and transportation of atmospheric po拍utants

such as dusts, SO,, N02, and O3 over Jakarta c豆ty･

1.はじめに

現在､開発途上国においては､産業･経済の発展に伴い都市域ではとくに人口増加やエネルギー

消費の増大などによって大気汚染の問題が深刻化している｡これらの大都市での大気環境を改善

するためには､先ず汚染の状況を広域にわたり診断し的確に対処することが重要である｡そこで､

oDAプロジェクトの一環として､新エネルギー･産業技術総合開発機構(NEDO)とインドネシ

ア科学院(LIPI)の研究協力に基づき､光産業技術振興協会(()汀DA)が中心となり環境問題が

深刻化しつつあるインドネシアの首都ジャカルタ市内三箇所にレ-ザレ-ダを設置し､これらを

っなぐ観測ネットワークを構築した1)｡本システムは観測データ中央処理センターにおいてライ

ダーの動作とデータ収集､分析･処理を行うことによって､大気汚染の三次元分布を実時間で観

測し､都市域の大気汚染状態を監視することを目的としている｡,

2.ネットワークの配置

インドネシアの首都ジャカルタは人口が約

1000万人で､周辺の都市を含めたジャカルタ

大都市圏は面積と人口で東京大都市圏に匹敵

する東南アジアで最大の規模であり､また年

率10%に近い急速な経済発展が進んでいる｡

都市部では自動車の著しい増加により大気汚

染が深刻化してきている｡

Fig.1にジャカルタ市におけるライダーの

配置状況を示す｡ジャカルタ市の南北方向約

25kmの周辺にミ-散乱ライダー2台(MIE-1

局:インドネシア大学Depok校舎､ MIE-2局:

LIPI海洋研究開発センター)を､また中心部

のLIPI (インドネシア科学院)本部の屋上に

差分吸収ライダー(DIAL)を設置した｡図

には既存のポイントサンプリングによる大気

観測ステーションの場所も示している｡北部

のジャワ海との海陸風に加えて､乾期には北

東系､雨期には北西系の風が卓越する風系で

ある｡ミ-散乱ライダーは鉛直方向のみ､

Fig. 1 Locaをionofthe王idarsystemand the

point monitoring stations of Jakarta

city.
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DIALはビーム掃引により3次元計

測が可能である｡

3.ネットワークの構成

中央処理装置は､通信回線を通

して3台の　ライ　ダー(DIAL,

MIE-1,)と接続され､ライダーの

リモート制御を行うO　各ライダー

の動作状態のモニタ､計測指示､

計測データの収集等ができる｡収

集したデータはワークステーショ

ンで処理され､保存される｡ 3台

のライダーは同時に運転可能で､

これによりジャカルタ市のマクロ

な大気状況を観測することができ

る｡

Fig. 2に中央処理装置を中心と

DIAL

Fig. 2　Connection of the lidar network.

したライダーネットワークの接続状況を示す｡通信は､通信コンピュータを介して､ DIALがイー

サネット､ MIE-1とMIE-2が電話回線(ダイアルアップ接続)を通して行われる｡

4.今後の研究利用計画

本ライダーネットワークは1997年3月に設置された｡ Fig.3に2台のミ-散乱ライダーによる

エアロゾル高度分布の同時観測結果の例を示す｡さらに今後､次のような観測研究が設定されて

いる｡

(a)都市大気環境のライダー計測手法の開発

(1)浮遊粉塵及び汚染分子の計測法､ (2)輸送特性の測定､ (3)ネットワークの活用技術

(4)風向､風速の計測法の開発

(b)ポイントモニタリング観測データとの補完動作, (c)大気汚染の監視と予測の可能性の検討
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Fig. 3 Tempora且change of aeroso丑height distributions

obta五ned with (a) M‡E-l and (b) M‡E-2 systems.
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